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くりもとひろゆき●1998年神戸大学経営学部卒業。大阪
大学経済学研究科にて修士（経済学）、博士（経済学）を取
得。名古屋商科大学経営学部教授、同学部長。主な研究対
象は製品開発戦略。同大学ではMBAプログラムの構築からカ
リキュラムの編成まで幅広く携わる。

特集●どこまで進んだ？ 学生目線での国際化

　名古屋商科大学は2019年度より、経営学部・商学部に
BBA（Bachelor of Business Administration）コースを
設置する。アクティブラーニングに特化したこれまでの「都心
型コース」の教育内容をブラッシュアップし、名称を変更する
ものだ。BBAの教育課程は単なる経営学部・商学部として
の学修とは異なり、実践的なマネジメント教育を行うビジネス
スクールの色彩が強くなる。学生は事前に与えられたビジネ
ス事例を読み解き、そこにある課題に対して予習レポートをま
とめる。授業に入る前に少人数のグループセッションで議論
し、授業ではクラス討議で課題解決への分析を深めていく。
このプロセスを通じて、知識の習得だけでなく、行動に結び
つく主体性を育んでいくという。このコースでは定期試験を実
施せず、クラス討議での発言回数とその内容など、授業への

教員がファシリテーターとなり、クラス全体で討議を行う

貢献度を成績評価
の対象としている。
　BBAコースの開
設に先立って、全て
の講義を英語で行う
グローバルBBAコースが2018年９月からスタートしている。
グローバルBBAコースには日本人学生も受け入れるが、基
本的には留学生が対象になる。国際認証を取得しているた
め、留学生からの信頼度が高く、学生募集には苦労してはい
ないという。
　「この２つのコースはフラッグシップモデル。ここで得た教
育ノウハウを、これらのコース以外の学部教育にも取り入れ
ていきたい」（栗本理事長）。

栗本博行

国
際
認
証
取
得
と
質
保
証

実践的なマネジメント教育を
学部教育の段階から展開　

世
界
的
な
評
価
機
関
か
ら
２
つ
の
国
際
認
証
を
取
得
し
て
い
る
名
古
屋
商
科
大
学
。

同
大
学
が
考
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、教
育
の
質
保
証
へ
の
考
え
に
つ
い
て
、理
事
長
に
聞
い
た
。

1年入試 2年 4年

21世紀のグローバル・ビジネス社会で情報活用能力とコミュニケー
ション能力により、自己の可能性を最大限に発揮できる人材めざすグローバル人材像

学生数／約3300人　
学部／国際、経営、経済、商
大学院／マネジメント研究科（修士）、会計ファイナンス研究科（修士）
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注目！

BBA-Bachelor of Business Administration（経営学部・商学部）の学生のモデルケース

3年

理事長

国
際
通
用
性
の
高
い

教
育
体
制
を
構
築

　
世
界
的
に
学
生
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
高

ま
る
中
、
国
際
的
に
通
用
す
る
教
育
の

質
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
系

の
大
学
に
お
い
て
は
、
経
済
活
動
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
中
、
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
教
育
の
ま
ま
で
い
い
わ
け

が
あ
り
ま
せ
ん
。
欧
米
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
で
は
国
際
認
証
の
有
無
で
卒
業

生
の
人
生
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　
本
学
は
２
つ
の
機
関
か
ら
国
際
認
証

を
得
て
い
ま
す
。
2
0
0
6
年
に
は
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
国
際
認
証
機
関
と

し
て
最
も
歴
史
あ
る
A
A
C
S
B
か

ら
、
2
0
0
9
年
に
は
英
国
の
M
B
A

認
証
機
関
A
M
B
A
か
ら
認
証
を
取
得

し
て
い
ま
す
。
取
得
の
理
由
は
「
国
際

通
用
性
の
高
い
基
準
で
教
育
の
質
を
保

証
す
る
こ
と
」、
加
え
て
「
同
様
の
国

際
認
証
を
取
得
し
て
い
る
高
等
教
育
機

関
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
す
る
こ
と
」
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
欧
米
を
中
心
と
し
た
優
秀
な

外
国
人
留
学
生
は
15
%
を
超
え
、
日
本

人
学
生
の
送
り
出
し
先
に
関
し
て
も
、

国
際
的
に
評
価
の
高
い
大
学
を
選
ん
で

提
携
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
英

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
の
社

会
人
M
B
A
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
国
内
１

位
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
学
の
教
育
の
特
徴
は
、
ケ
ー
ス
メ

ソ
ッ
ド
を
取
り
入
れ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
あ
り
ま
す
。
実
例
を
教

材
に
学
生
同
士
が
討
議
し
、
答
え
を
導

き
出
す
教
育
手
法
で
、
以
前
か
ら
大
学

院
の
M
B
A
コ
ー
ス
で
導
入
し
て
い
ま

し
た
。そ
こ
で
得
た
知
見
と
教
授
法
を
、

学
部
の
教
育
に
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
中
心
の
学
び
へ
の
転
換
に
よ

り
、
学
生
は
授
業
中
に
積
極
的
に
手
を

挙
げ
ま
す
。
成
績
は
定
期
テ
ス
ト
で
は

な
く
授
業
中
の
態
度
や
発
言
内
容
で
評

価
す
る
た
め
、
毎
日
の
授
業
が
本
気
な

の
で
す
。
本
学
の
学
び
に
合
う
学
生
獲

得
の
た
め
、
入
試
は
面
接
重
視
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
見
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
学
修
環
境
は
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
世
界
で
は
国
際
基

準
で
あ
り
、
国
際
認
証
上
も
必
須
の
も

の
で
す
。
教
え
る
側
に
は
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、

教
員
は
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス

ク
ー
ル
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
な

ど
F
D
の
国
際
化
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
企
業
の
採
用
活
動
に
お
い
て

通
年
採
用
が
広
が
っ
て
お
り
、
今
後
は

新
卒
生
に
も
実
践
的
な
力
が
問
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
実
践
的
な
経

験
値
を
高
め
る
た
め
、
本
学
で
は
ケ
ー

ス
メ
ソ
ッ
ド
を
取
り
入
れ
、
海
外
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
系
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
参
加
を
促
し
て
い
ま
す
。「
内
向
き

志
向
」
の
日
本
人
学
生
の
背
中
を
後
押

し
す
る
た
め
に
、
各
種
留
学
制
度
の
ほ

か
、
海
外
の
若
者
と
協
働
す
る
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
A
S
E
A
N
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、二
人
一
組
で
行
う「
世

界
一
周
留
学
」
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
に
は
留
学
が
必
須
の
国

際
学
部
を
設
置
し
ま
し
た
。
学
内
に
留

学
経
験
者
を
増
や
し
、「
留
学
す
る
の

が
当
た
り
前
」
と
い
う
カ
ル
チ
ャ
ー
を

浸
透
さ
せ
る
の
が
狙
い
で
す
。
海
外
留

学
奨
学
金
制
度
の
拡
充
に
よ
り
、
費
用

の
ハ
ー
ド
ル
も
下
げ
て
い
ま
す
。

　
前
年
、
本
学
で
は
日
本
で
初
め
て

A
A
C
S
B
の
国
際
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
後
も
世
界
の
教
育
の
潮
流
を

常
に
意
識
し
、
教
育
の
国
際
競
争
力
強

化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

経
験
値
を
高
め
る

海
外
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
養
・
専
門
教
育

語
学
教
育

留
学
・
国
際
教
育

海外フィールドワーク 海外インターンシップ
CAPI（ASEAN諸国）

海外の日系企業で働き、自主
性、主体性を伸ばす

EXCHANGE PROGRAM AT 
NUCB GLOBAL PARTNER
DOUBLE DEGREE PROGRAM AT 
NUCB GLOBAL PARTNER

Business
Negotiation

●AO方式 ：集団討
論により探求心、議論
の姿勢、積極性を評価
●一般推薦：書類審
査と個別面接により資
質を評価
● 一 般 入 試 ：英 語
1 0 0 点 + 選 択 科目
100点+面接100点
／選択科目100点×2
教 科＋面 接 1 0 0 点

（ 英 検 2 級 、G T E C 
C B T 9 6 0 点 以 上 、
TOEIC790点以上、
TOEFLiBT42点以上
の場合は英語の受験
免除）
●センタープラス入
試：面接100点+セン
ター試験利用100点+
個 別 試 験（ 1 教 科 ）
100点

教養／
専門基礎科目

教養／
専門基礎科目 ▶専門科目：ビジネススクール教育

  （MBAの基礎科目など）
▶ケースライティング
  （企業事例を書く卒業課題）

Business English

夏季休暇を利用して、海外の若者と協働
で行う国際ボランティアの他に独自の研
修テーマに基づきヨーロッパを巡るギャッ
プイヤープログラムや80日間世界一周な
どのGloｂal Field Study Programなど

全授業が実存する企業ケースを議論するアクティブラーニング型

＊１　Association to Advance Collegiate Schools of Business
＊2　Association of MBAs
＊3　Financial Times Ranking 2018

＊2

＊3

＊1

海外交換留学ダブルディグリープログラム

TOEIC対策講座（任意）


